
森林再生支援センター シンポジウム 

「－地域遺伝子資源に配慮した－地域性種苗の諸問題」 

 

日 時 2005 年 7 月 23 日（土） 13 時～16 時 30 分（受付開始 12 時 40 分） 

場 所：京大会館 101 号会議室 

参加費：無料 ※事前申し込み不要 

 

参加対象者：地域遺伝子資源保全・自然再生研究に携わる研究者 

自然再生事業・緑化に携わる行政、諸団体職員 

同じく民間計画設計業者、施工業者 

緑化樹木・地域性種苗生産に携わる生産者 

この問題に関心をもつ市民、学生 
 
 
 

 

 

【 開催趣旨 】 

従来、特に自然再生に係る緑化においては、郷土種、在来種の適 

用が好ましいとされてきたが、コマツナギの種子、クヌギの苗木な 

どの多くにみるように、中国産、韓国産の種苗が用いられてきた。また、近年、関東

産のシラカシを関西地域で用いるように、同じ国内産であっても地域的にみて異なる

系統群の種苗を用いてきた例がある。このような地域遺伝子資源への配慮を欠く緑化

材料植物の適用は、わが国の生物多様性保全の観点や地域生態系保全の観点からみて

も好ましいとはいえない。 

こういった状況の中で、この地域遺伝子資源保全の重要性への認識は、環境省の特

定外来生物法をはじめとした外来種・移入種の問題点への対策の具現化にみるように

緊急の課題として考えられるようになってきた。 

しかしながら、地域遺伝子資源という場合、それぞれの樹種について、地域的な遺

伝変異がどの程度あるのか、その遺伝変異の地理的なまとまりはどれくらいの範囲な

のかという点について、DNA マーカーを用いた学術的な確たる根拠づけが必要である

にもかかわらず、その整理が現段階で不十分であるのが現状である。それにもかかわ

らず、全国においてこの、いわば遺伝子汚染は日々深刻となっている現状から、緑化

現場での対策と学術的な根拠付けを並行させながら進めていく必要に迫られている。

今回企画したシンポジウムは、全国シンポジウムとして、地域遺伝子資源に係る緑

化樹木生産者、関連行政担当者、ならびに学術的研究をすすめる研究者の産・官・学

の代表を集め、将来的にみて必要な課題の整理を試みるとともに、緑化・自然再生事

業に供給する地域性種苗供給に際して、その現状を共通認識として持つとともに、現

実的な対応策をともに考えようとするものである。 



【 プログラム 】 

挨拶 13:00～13:05 森林再生支援センター理事長 村田源 

 

講演 13:05～13:50 ①地域遺伝子資源研究の現状と地域性種苗のあり方 

                 湯本 貴和 氏（総合地球環境学研究所） 

    13:50～14:35 ②緑化材料の産地表示に関するシステム確立上の諸問題（仮題） 

                       山田 和司 氏（日本緑化センター） 

    14:35～14:45 休憩 

    14:45～15:30 ③地域性緑化樹木の生産供給体制の現状と課題 

国忠 征美 氏（日本植木協会） 

 

パネルディスカッション 15:30～16:30 

司  会 森林再生支援センター常務理事 高田研一 

    パネラー 各講演者、国土交通省近畿地方整備局計画調整課長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【 お問い合わせ 】 

NPO 法人 森林再生支援センター事務局 

TEL/FAX 075-432-0026 

E-mail  info@crrn.net 

会場（京大会館）へのアクセス 

● 京都駅より市バス D2のりば（206） 

● 四条京阪より（南座向い）（201）（31） 

※いずれも京大正門前下車 

● 京阪電車鴨東線丸太町駅下車徒歩 7分 

京大会館 

京都市左京区吉田河原町 15-9 

TEL (075)751-8311(代) 

http://www.kyodaikaikan.jp/ 


